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日本酒よもやま話　　第10 話］

幕末の勤皇の志士と酒                  檜原　勇多賀 (37年卒)

酔うては枕す美人の膝
覚めては握る天下の権

脱出す風塵の際
酒瓶ただみずから親しむ
酔いきたりて肘を枕に睡る
しらず何人をか夢みる

いずれも幕末の勤皇の志士、桂小五郎と高杉晋作が胸中を詠った詩であ
る。
彼等は、死活の間に斯くも酒に親しんだ。
しかし、これは娯楽のためではなかった。
彼等は常に刺客に追われ、今日あって明日無き運命の知れない岐路に立っ
ていた。

彼らが飲み交わす酒は、多くの場合袂別の酒であった。
彼等は酒を藉りて勇を鼓したり、危難を免れて自祝し、殉難の同志を弔い
もした。

明治維新の革命に果たした酒の功績は大きい。
                                               （第１０話　終わり）
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酔眼　祇園　

 また、また、また、また、また、原稿が切れてきました。原稿が切れてきました。原稿が切れてきました。原稿が切れてきました。原稿が切れてきました。京機短信存続が問題になるレベルです。京機短信存続が問題になるレベルです。京機短信存続が問題になるレベルです。京機短信存続が問題になるレベルです。京機短信存続が問題になるレベルです。
　　　　　　　是非とも投稿、　　　　　　　是非とも投稿、　　　　　　　是非とも投稿、　　　　　　　是非とも投稿、　　　　　　　是非とも投稿、お願い致します。お願い致します。お願い致します。お願い致します。お願い致します。　気楽に　！！　気楽に　！！　気楽に　！！　気楽に　！！　気楽に　！！

但し、原稿のタイトルの次に、著者名と卒業年次を必ず記入してください。
その記入のない投稿がかなりあり、編集者の仕事を増やしていますので、何とぞご
配慮の程、お願い申し上げます。

【要領】

宛先は京機会の e-mail：　jimukyoku@keikikai.jpjimukyoku@keikikai.jpjimukyoku@keikikai.jpjimukyoku@keikikai.jpjimukyoku@keikikai.jp   です。
　原稿は、割付を考えることなく、適当に書いてください。　割付等、掲載用の後
処理は編集者が勝手に行います。             宜しくお願い致します。

京京京京京機機機機機短短短短短信信信信信へへへへへののののの寄寄寄寄寄稿稿稿稿稿、、、、、　　　　　宜宜宜宜宜しししししくくくくくおおおおお願願願願願いいいいい申申申申申ししししし上上上上上げげげげげままままますすすすす

桂小五郎、高杉晋作の頃は、もっと暗かったのでしょうね
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ノスタルジック・ジャーニー(Part 2)                 平成28年 4月 24日

                                              (S42)藤川 卓爾

 昨年 10 月中旬、中学校の卒業55 周年古稀同期会に出席しました。私の卒業した
中学校は箕面市立箕面第一中学校です。25 年前には卒業30 周年、5 年前には卒業
50 周年記念同期会があっていずれも出席しました。

 前日にソウルからピーチエアラインで関西空
港に来て蛍池に泊まり、当日は阪急石橋駅か
ら箕面まで歩きました。石橋駅から北側に歩
いて行くと徳永の坂と呼ばれていた坂道があ
ります。昔はもっときつい坂だったように覚
えていますが、現在ではそれほどではないよ
うに感じました。やがて大阪府立池田高等学
校に着きました。校門の横にフットボールの 現在の大阪府立池田高校
記念碑と大きなメタセコイアの木が
立っています。私は全く関わりません
でしたが、池田高校は戦後間もなくの
頃にタッチフットボールで勇名を馳せ
たそうです。メタセコイアも昔から
あった木の何代目かでしょう。近隣の
住民から落ち葉が迷惑だとのクレーム
があって一時は伐採されそうになった
との話を聞きましたが、幸い無事でし
た。校舎はもちろん私がいた頃のもの
ではありません。私のアルバムには高 高3 秋の運動会

3 の秋の運動会で走っている写真が残っています。受験勉強に明け暮れていたと
きです。小学校から高校まで運動会ではいつもビリでしたからこの写真は先頭を
走っているようにも見えますが決してそうではありません。

高校を通ってさらに北に行くと箕面川の支流の石澄川の橋を渡りました。よくこ
の川で遊びました。さらに行くと5 歳から18 歳まで 13 年間住んだ場所に着きま
した。ここは関西電力の社宅です。もちろん建物は建て替えられています。社宅
から東に行くと阿比太神社です。素盞鳴尊をご祭神とするこの神社では秋祭りの
準備中でした。鎮守の森も昔に比べると大分明るく感じました。子供の頃は鬱蒼
と茂った森の中でよく木登りをしました。
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さらに東北に歩いて行くと箕面第一中学校で
す。当時の通学路は田畑の中の一本道だったの
ですが、今は住宅が密集していて当時の通学路
がどこにあったのかわからない状態でした。中
学校の正門は昔は北側だったのですが、現在は
西側になっていました。北側には学校のシンボ
ルであり校歌にも歌われている欅の木が健在で
した。中学時代はお昼休みによくグラウンドで
サッカーをして遊んだことを思い出しました。

現在の桜ケ丘社宅                   高 2のとき桜ケ丘社宅前で

 同期会の会場は昔の箕面観光ホテル、その後の箕
面温泉スパガーデン、現在は大江戸温泉でした。

早目についたので箕面の滝まで往復しました。片
道2.9km とあったので1 時間で往復できると思っ

箕面市立箕面第一中学校

大江戸温泉(元の箕面観光ホテル)

(おわり)  箕面の滝

たのですが実際は1 時間半かかりました。自分
では若いつもりでもやはり歳が行っていること
を実感しました。子供の頃紅葉の季節には毎年
家族でこの滝まで遊びに来ました。お弁当はい
つも母親手作りの巻寿司でした。

同期会では一番遠くから来たということで乾杯
の音頭をとりましたが、卒業後京都、長崎、横
浜、ソウルと色々なところに住んだけどやはり
ここが自分の原点だと思うと挨拶しました。
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ポスト核時代のレーザー兵器の現状と展望　
  ―高出力レーザーの新技術とその戦略的影響―　　
　　　　　　　　　　　
                      矢野義昭　（S47卒　元陸将補　岐阜女子大学客員教授）

　エネルギーをミサイル弾頭などの一点に集中して破壊するための兵器は、総称し
て指向性エネルギー兵器と呼ばれている。レーザー以外に電磁パルス、レールガン
などを利用した兵器が研究開発され、一部は実用化されている。　

　高出力レーザーは工業用では溶接、切断、低出力のものは通信などに使われてい
る。軍用の場合は大気中の減衰を抑えて遠距離まで高エネルギーを届けなければな
らない。現在は100kW 級が試験中で、数km 以内の無人機、小型のボートなどを無
力化できる段階に達している。

　電磁パルス兵器は現在のレーダの出力を倍加し、かつそのエネルギーを電子的に
走査して突入してくる弾道ミサイルの弾頭部に集中する ことにより、その内部の
電子部品等の性能を破壊し機能マヒさせるというものである。電子的なレーダ・
ビームの走査はフェイズド・アレイ・レーダと同じ原理 であり、この点では日本
は先進的な技術力を持っている。

　レールガンは、リニアモーターカーと同じ原理で、電磁誘導により砲弾を加速
し、従来の数倍以上のエネルギーで打ち出し、直接敵のミサイル弾頭に命中させ破
壊する兵器である。米軍ではすでに従来の戦車砲の3 倍程度のエネルギーを持つ
レールガンが開発され、近距離防御用の兵器として艦艇に搭載し試験されている。

　これらの指向性エネルギー兵器が実用化されれば、飛来する弾道ミサイルのほぼ
完全な空中撃破が可能になると予想される。現在のMD(ミサイル防衛システム)で
は、迎撃ミサイルにより、超高速で飛来する弾道ミサイルを直撃して撃破するた
め、目標の未来の位置を算定し、その方向にミサイルを誘導しなければならない。
しかも核弾頭を確実に破壊するためには、弾頭部に直接命中させる必要がある。そ
のためには、内蔵するコンビューターも誘導装置もより高度になり、ミサイルもよ
り大型化せざるを得なくなる。その結果、単価も上がり予算の制約から保有数は少
なくなり、大型化するため艦艇等への搭載数も限定されることになる。そのため、
多数のICBM(大陸間弾道ミサイル)の撃墜能力には、限界が生じてくる。

　指向性エネルギー兵器により、大気圏内に突入した弾道ミサイルの核弾頭を数百
km の距離から照射し、そのエネルギーで破壊できるようになれば、最も速い秒速
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7km 程度のICBM の弾頭でもほぼ確実に着弾、起爆以前に破壊することが可能にな
る。地上のレーダに発見されにくいように地表面すれすれを飛ぶ巡航ミサイルにつ
いても、上空からの監視により発見され照射を受ければ、 確実に破壊されることに
なる。このことは、弾道ミサイルも巡航ミサイルも、核はじめ各種の弾頭の運搬手
段として無力化されることを意味している。航空機、 無人機の撃墜も同様に容易に
なり、防御側が有利になる。

　指向性エネルギー兵器により、100% に近いミサイル撃墜能力が可能になれば、
その及ぼす影響は、革命的なものとなるであろう。

　第一に核抑止機能に重大な影響を与える。各種の核ミサイルがほぼ100% 撃墜可
能になれば、現在は核大国だけが持っている「防ぎようのない核攻撃の破壊力への
恐怖により相手国の我が方にとり好ましくない行動を思いとどまらせる」という、
核兵器による抑止機能は大きく低下することになる。ただし、都市攻撃などによる
大規模な耐え難い損害を与える能力は核戦力以外にはなく、大量集中攻撃に対し指
向性エネルギー兵器が飽 和状態になるおそれもないとは言えない。また、ミサイ
ルに防御機能を持たせることも不可能ではない。そのため、指向性エネルギー兵器
が配備されるように なっても、核抑止が完全に無効になるとは言えない。

　作戦戦略にも革命的影響を与える。中国が追求しているとみられている、沿岸か
ら4 ～ 5 千キロ以内の洋上を狙える各種のミサイルを何段にも配置し、米空母など
の接近を遅くらせあるいは阻止しようとする「接近阻止・領域拒否戦略」もその威
力を失うことになる。日本など東アジアの米同盟国は、自立的に中国の核脅威に対
し対処できる能力を持てる可能性が出てくる。

　国際政治構造も大きく変化する。核大国の核兵器を背景とする圧倒的な軍事的優
位は、大きく削がれることになる。核を保有する 5 大国が常任理事国を務める国連
の安全保障理事会の体制も、核保有国をこれら5 カ国に固定した現在の核不拡散条
約の体制も、抜本的な変革を迫られることになるであろう。また、大国の圧倒的な
抑止力が機能しにくくなり、かつ防御側がより強力になることから、全般的に戦争
が起こりやすくなり、かつ長 期化するかもしれない。核時代には抑止されてきた
大国間の直接の紛争や戦争も起こるようになるであろう。逆に、核を持たない国で
も、指向性エネルギー兵器 や無人兵器を開発し運用できる高度の技術的水準とそ
れを駆使できる兵員をもつ国は、軍事的にもかなり優位に立てるようになる。

　指向性エネルギー兵器についての現在の技術予測では、弾道ミサイル撃墜が可能
な指向性エネルギー兵器が実戦配備されるのは、電磁パルス兵器で5 ～ 10 年、
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レールガンで10 年程度先になるとみられている。高出力レーザー兵器について
は、大気中の減衰が避けられず、近距離迎撃用に限定され、音速の２０倍程度の
速度になる大陸間弾道ミサイルの迎撃には電磁パルスとレールガンが有望とみら
れている。

　日本が指向性エネルギー兵器の開発配備に成功すれば、核ミサイル保有国の核
脅威、核恫喝に対し、独力で効果的に対処し排除できる可能性が高まる。その結
果日本は、米国の核の傘に依存する度合いが減り、自主独立の国家として行動す
る余地が大きくなる。ただし、それでも核兵器は、例え1 発であっても 数十万人
以上の損害を与えることができ、ミサイル以外にもテロリスト、特殊部隊、偽装
した民間機や民船など密かに敵国内に持ち込む方法はある。ひとたび持 ち込ま
れた場合の核の破壊力に対する恐怖はなくならず、その意味で核兵器は依然とし
て決定的な抑止力であり続けるであろう。

　指向性エネルギー兵器の発達は、日本のような島国には、二重の意味で有利に
作用する。まず、防御ゾーンとして広大な海域を利用でき、直接国土に達するか
なり前方からミサイル等を迎撃できる。そのため、奇襲を受ける恐れが減少し、
国土戦の不利が緩和される。また、海の障壁により、特殊部隊やテロリストによ
る核などの持込に対し、水際で防ぐことが、地続きの国境を持つ国よりも容易で
ある。ただし、そのためには国境管理、離島も含めた周辺海域、領域に対する警
備能力を高めなければならない。これらの利点を生かすために、指向性エネル
ギーを配備した洋上メガフロートのネットワークを領海内に建設することも検討
すべきだろう。

　指向性エネルギー兵器による防衛システムと一体となった国土を覆う警戒監視
システムとして、レーザー通信網でネットワーク化した、成層圏から宇宙空間に
至る無人機と静止衛星からなるシステムを展開することも必要であろう。このよ
うな情報・警戒監視・偵察(ISR)システムと指向性エネルギー兵器の防衛システ
ムを連動させることによって、初めて効果的な国土防衛が可能になる。また、
ISR システムとしては、そのほかに、海上の脅威、海中からの浸透に備えるため
無人と有人の潜水艦システムの展開、及び宇宙空間での警戒監視システムの展開
も必要である。

また、大半の先進国では国が責任をもって国民に避難用の核シェルターを整備し
ているが、日本では、唯一の被爆国と言いながら全く整備されていない。日本で
も、核攻撃や核恫喝を受けた場合に国民を守ることができ、隣国の原発事故など
により放射能汚染が流れてきた場合にも 3 日程度は安全に避難できる核シェル
ターの整備が必要である。 (おわり)
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元気老人の集い

　7月 25日（月）犬山市にある名鉄犬山ホテルで 35年卒の同窓会が開かれ全員の
無事と健康を確認しました。17名の会員に 7名の奥様方も参加され総勢 24名、華
やか且つ賑やかな宴会で盛り上がりました。

１次会終了後、木曽川鵜飼を
楽しみましたが、有名な岐阜
長良川鵜飼に比べて小規模な
ので、鵜と鵜匠の動きを特等
席で見ることができました。

翌 26日は生憎の雨でしたが、地
元のボランティアガイドの案内
で国宝犬山城を見学し 2年後の
再会を約して解散しました。

　　　　　（文責　小西　博）

昭和35 年卒同窓会報告


